
 

 

 

 

 

１ 単元の目標と評価規準 

目標： 中心となる文や大事な言葉に気を付け、段落相互の関係を考え、文を読むことができる。       

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 文や段落相互の関係を示す手

掛かりとしての接続語の役割

について理解している。 

 

① 「読むこと」において、中心とな

る文や大事な言葉に気を付

け、段落相互の関係を考え、文

を読もうとしている。 

① 積極的に説明される内容とそれ

を支える事例との関係などにつ

いて、叙述を基に捉えようとして

いる。 

２ 教材について 

本教材は、様々な食品に「すがたを変える」大豆について、具体的な事例を元に説明された文章である。

段落ごとの要点を読み取ったり、全体の構成を捉えたりする力を育成するのに適している。 

終わり 中 はじめ 

事
例
の
ま
と
め 

 

筆
者
の
感
想 

       

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

こ
の
よ
う
に
、大
豆
は
い
ろ
い
ろ
な
す
が
た
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
。 

大
豆
の
よ
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、
食
事
に
取
り
入
れ
て
き
た
昔
の
人
々
の

ち
え
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
他
に
、
と
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方
を
く
ふ
う
し
た
食
べ
方
も

あ
る
。   

  
  

  
  

  
  

  
  

   
 
  

  
  

  
  

  
  

  

（
枝
豆
・
も
や
し
） 

さ
ら
に
、
目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生
物
の
力
を
か
り
て
、ち
が
う
食
品
に
す

る
く
ふ
う
も
あ
る
。  

  
  

  
   

 
  

  
  

  
 

（
納
豆
・
味
噌
・
し
ょ
う
ゆ
） 

ま
た
、
ダ
イ
ズ
に
ふ
く
ま
れ
る
大
切
な
え
い
よ
う
だ
け
を
取
り
出
し
て
、ち

が
う
食
品
に
す
る
く
ふ
う
も
あ
る
。   

  
  

  
  

  
  

  
  

  

（
豆
腐
） 

次
に
、
こ
な
に
ひ
い
て
食
べ
る
く
ふ
う
が
あ
る
。  

  
  

  
  

  
 

（
き
な
こ
） 

い
ち
ば
ん
分
か
り
や
す
い
の
は
、
大
豆
を
そ
の
形
の
ま
ま
い
っ
た
り
、
に
た

り
し
て
、や
わ
ら
か
く
、お
い
し
く
す
る
く
ふ
う
で
あ
る
。（
い
り
豆
・
煮
豆
） 

大
豆
は
か
た
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
食
べ
に
く
い
た
め
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
手

を
く
わ
え
て
、お
い
し
く
食
べ
る
く
ふ
う
を
し
て
き
た
。 

隠
れ
た
問
い
：で
は
、ど
の
よ
う
な
く
ふ
う
を
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

大
豆
は
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
に
す
が
た
を
か
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

食べ物のひみつを教えます 

「すがたをかえる大豆」 
つくし６グループ  

 

 

話
題 

提
示 

事
例
① 

事
例
② 

事
例
③ 

事
例
④ 

事
例
⑤ 



３ 単元計画（全８時間） 

次 時 学習目標 学習活動 

第
一
次 

１ 

写真や実物の大豆を元に、気が付いた

ことや知っていることを交流することが

できる。 

〇様々な大豆製品の写真や実物の大豆を見て、気が付

いたことや知っていることを交流する。 

〇教材の範読を聞く。 

第
二
次 

２ 

本文を「はじめ、中、終わり」に分けるこ

とができる。 

 

〇「はじめ、中、終わり」にそれぞれどのようなことが書か

れているかを思い出す。 

〇ペアで「はじめ、中、終わり」の分け方について考え、

発表する。 

３ 

本文の内容にふさわしい問いを、叙述

を元に考えることができる。 

・「はじめ」（形式段落①、②）の内容を読み取る。 

・本文にふさわしい問いを考える。 

４ 

５ 

６ 

「中」の内容を理解し、段落ごとの要点

をまとめることができる。 

【第４時】形式段落③、④ 

【第５時】形式段落⑤、⑥ 

【第６時】形式段落⑦ 

○音読をする。 

○本文の内容を読み取る。（動作化） 

○段落ごとの要点をまとめる。 

７
（
本
時
） 

接続詞に注目しながらセンテンスカー

ドを並べ替えることを通して、筆者の記

述上の工夫について考えることができ

る。 

 

○食品の写真を本文の順番に並び替える。 

○「中」のセンテンスカードを本文の順番に並び替え、

正しい接続詞をセンテンスカードに書き込む。 

○「事例の順番を変えても良いか」について考える。 

○筆者の事例の順番の意図について考える。 

８ 

形式段落⑧の内容を読み取り、「筆者

の主張」を本文中から探すことができ

る。 

○形式段落⑧内容を読み取る。 

○形式段落⑧が何文で構成されているかを考える。 

○第何文が「筆者の主張」なのかを考える。 

 

４ 全力参加のための手立て 

 

 

 

 

 

センテンスカードの並べ替え 

センテンスカードを並べ替えることで、

接続詞の使い方に気付かせる。 

→記述の工夫への気付きを促す。 

動作化 

煎る、煮る、粉に挽くなどの言葉

の動作化 

→内容理解 



５ 本時の展開（全８時間中の第７時） 

本時の目標：接続詞に注目してセンテンスカードを並べ替えることを通して、筆者の記述上の工夫について考え、

友達に伝えることができる。 

時間 学習活動 ・指導上の工夫 ▲個別の支援 
評価規準 

（評価方法） 

導入 

５分 

１．事例で出てきた食品を確認する。 

T：「中」ではどのような食品が出てきまし

たか。 

C:煮豆 C:しょうゆ 

C:納豆 C:みそ 

C:豆腐 

 

・児童が答えた食品の写真を掲示

する。 

①煎り大豆 ②煮豆 ③きなこ 

④豆腐 ⑤納豆 ⑥味噌 

⑦しょうゆ ⑧もやし ⑨枝豆 

 

展開１ 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

20分 

 

 

２．食品の写真を本文の順番に並び替え、

全体で共有する。 

→終わったらペア同士で確認する。 

３．「中」のセンテンスカードを本文の順番

に並び替え、正しい接続詞をセンテンス

カードに書き込み、全体で共有する。 

  →ペアで取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

４．「事例の順番を変えてもよいか」につい

て考え、発表する。 

T:事例の順番を入れ替えても良いです

か。「変えてもよい」「変えてはだめ」

「決められない」の３つの中から自分の

考えを選びましょう。 

C:「変えてもよい」と思います。なぜなら、

豆腐などよく食べる食品から紹介した

方が読んでいる人が読みやすいと思っ

たからです。 

C:「変えてはだめ」だと思います。なぜな

ら、読んでいる人に分かりやすいように

工夫して書いてあるからです。 

 

 

・食品の写真を児童一人ずつに配

布する。 

 

・接続詞を空欄にしたセンテンスカ

ードを掲示する。【視覚化】 

接続詞 

・いちばん分かりやすいのは 

・次に 

・また 

・さらに 

・これらの他に 

▲教科書を確認して活動して良い

ことを伝える。 

・名前マグネットを黒板に貼り付け

させ、それぞれの意見を明確にす

る。【視覚化】 

・理由も含めて発表するように促

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続詞に注目

してセンテンス

カードを並べ替

えることができ

たか。（行動観

察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝えたい 

「筆者はなぜこの順番に事例を紹介したのか」について考え、友達に伝えよう。 



６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 授業観察の視点 

（１）本時のねらいが達成されていたか。そのための指導法が考えられていたか。 

（２）児童が全力参加する姿が見られていたか。 

（３）分かりやすく、考えを深めたり広げたりするために有効な発問であったか。 

 

 

  

５．筆者の事例の順番の意図について考

え、発表する。 

T:筆者はなぜ教科書の順番で事例を紹

介したのですか。 

C:作り方が簡単な物から紹介した方が分

かりやすいから。 

C:作るのに時間がかからないものから紹

介している。 

C:読んでいる人が分かりやすいものから

紹介しているから。 

・全員が発言できるように挙手と指

名を組み合わせて発言を促す。 

▲接続詞の使い方に着目して考え

ることを声掛けする。 

筆者の記述上

の工夫につい

て考えることが

できたか。（発

言） 

まとめ 

５分 

６．本時の学習をまとめ、発表する。 

→本時の学習で分かったことや気が付

いたことをワークシートにまとめ、発表

する。 

▲本時の学習のめあてに沿ってま

とめられるようにワークシートを

穴埋め式にする。 

 

 

考えたい 

筆
者

ひ
っ
し
ゃ

は
な
ぜ
こ
の
順
番

じ
ゅ
ん
ば
ん

で
事
例

じ

れ

い

を
紹
介

し
ょ
う
か
い

し
た
の
だ
ろ
う
。 

決 き

め
ら
れ
な
い 

「
事
例

じ

れ

い

の
順
番

じ
ゅ
ん
ば
ん

を
変か

え
て
も
良よ

い
か
。
」
考

か
ん
が

え
よ
う
。 

変 か

え
て
も
良 よ

い 

変 か

え
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
豆
を
そ
の
形
の
ま
ま

い
っ
た
り
、
に
た
り
し
て
、
や
わ
ら
か
く
、
お

い
し
く
す
る
く
ふ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
な
に
ひ
い
て
食
べ
る
く
ふ
う

が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

に
ふ
く
ま
れ
る
大
切
な
え
い
よ

う
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
ち
が
う
食
品

に
す
る
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生
物
の

力
を
か
り
て
、
ち
が
う
食
品
に
す
る
く

ふ
う
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

と
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方

を
く
ふ
う
し
た
食
べ
方
も
あ
り
ま
す
。 

セ
ン
テ
ン
ス
カ
ー
ド
を
本
文
の
順
番

じ
ゅ
ん
ば
ん

に
並 な

ら

び
替 か

え
よ
う
。 

〇
作
り
方
が
か
ん
た
ん
な
も
の
か
ら

 

読
ん
で
い
る
人
が
わ
か
り
や
す
い
。 

〇
作
る
時
間
が
短
い
も
の
か
ら

 

「
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
」 


